
 肺がん治療のため入院となったAさんは、もともと脳出血

の後遺症で手足に麻痺があり一人暮らしでした。 

体力が落ちていた Aさんは、一人暮らしに戻るのは無理があ

りました。しかし、Aさんは「家に帰りたい」と切望され、

がん相談支援室では、ケアマネージャー、医師、看護師、リ

ハビリ療法士、ソーシャルワーカー等と話し合い、Aさんが

家で過ごせるような支援を考えました。生活に不自由はあり

ましたが、家に帰ることが実現し、次の入院までAさんなり

の自由な時間が過ごせました。 

 難しいかな、と思うようなことでもご相談ください。 

一緒に支援策を考えていけるよう対応いたします。 

病気による休職 … 
収入がなくなる… 
生活費の不安… 

医療費の支払いに 
不安がある 

休学中の勉強の 
支援がほしい 

ご相談は無料です。 
お気軽にお声がけ 
ください。 

社会復帰 

身体障害 

ホスピスについて 

自宅近くの病院や 
リハビリ病院への転院 

    相談室利用満足度アンケート 
相談室を利用された100名の方のうち 
99名の方から「役に立った！」との 
ご回答をいただきました。 
       （平成23年9月～平成24年5月実施） 

ご 相 談 受 付  

相談時間 

ソーシャルワーカーへの相談を 
ご希望の方は受付でお申し出ください。 

    
   （日･祝･年末年始･創立記念日を除く） 

相談方法 

TEL      

ソーシャルワーカーって 
どんなお仕事の人？ 
何を相談したらいいの？ 

通院の時、車イスで
移送をできる車を 
頼みたい 

介護保険 

ある相談の一例 

がん相談支援室のご案内 Part2 

医療職と協力して社会福祉の立場
から支援します。病気やけがなど
から生じる生活の様々な問題に対
して、社会保障制度や支援サービ
スを調整して不安や困り事の解決
につながる支援を行います。 

  

 


